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１
…
（
古
漢
融
合
）
長
文
化
が
著
し
い
が
、
設
問
数
は
昨
年
と
同
じ
。
漢
文
訓
読
調
の
文
章
で
あ
っ
た
の
で
、
幅
広
い
時
代
・

ジ
ャ
ン
ル
の
古
文
に
接
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
漢
文
は
標
準
的
。 

２
…
（
随
筆
）
寺
田
寅
彦
の
随
筆
で
、
や
や
古
い
時
代
の
文
章
か
ら
の
出
題
は
例
年
通
り
。 

３
…
（
評
論
）
過
去
に
同
大
学
第
一
文
学
部
小
論
文
に
既
出
。
二
項
対
立
の
明
確
な
文
章
。
漢
字
の
読
み
取
り
で
「
未
曾
有
」

が
問
わ
れ
た
。 

 こ
ん
な
力
が
求
め
ら
れ
る
！ 

（
古
漢
融
合
）
「
融
合
」
と
は
い
え
、
ほ
ぼ
独
立
の
問
題
が
出
題
さ
れ
る
の
は
例
年
通
り
。
基
本
的
な
文
法
・
単
語
の
学
習
・

習
得
が
求
め
ら
れ
る
の
は
当
然
。
近
世
文
学
・
軍
記
物
語
・
芸
能
論
な
ど
中
古
文
学
以
外
の
古
文
に
も
接
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
漢
文
で
は
、
基
本
句
法
の
習
得
・
語
彙
知
識
が
必
須
。 

（
随
筆
）
や
や
古
い
時
代
の
文
章
か
ら
の
出
題
が
続
い
て
い
る
。
明
治
・
大
正
な
ど
の
随
筆
・
評
論
な
ど
に
慣
れ
親
し
む
こ

と
。
過
去
問
の
演
習
が
効
果
的
。 

（
評
論
）
社
会
科
学
全
般
か
ら
の
幅
広
い
出
題
が
見
ら
れ
る
。
「
文
化
論
・
芸
術
論
・
言
語
論
・
科
学
論
・
政
治
論
・
哲
学

的
文
章
」
な
ど
で
、
自
身
の
不
得
意
な
ジ
ャ
ン
ル
を
つ
く
ら
な
い
こ
と
が
重
要
。
日
頃
か
ら
高
い
問
題
意
識
を
持
っ
て
現

代
文
に
取
り
組
む
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。 

  

大 

問 

別 

分 

析 
 

  

【
一
】 

           

時
間
配
分
の
目
安 

30
／

90
分 

予
想
配
点 

30
／

70
点 

小
問
別
難
易
度 

※
問
題
難
易
度
：
Ｃ
難
問
、
Ｂ
合
否
を
分
け
る
問
題
、
Ａ
正
答
す
べ
き
問
題
、
を
示
す 

問
一 

Ａ 
 

 

問
二 

Ｂ 
 

 

問
三 

Ａ 
 

 

問
四 

Ａ 
 

 

問
五 

Ｂ 
 

 
 

問
六 

Ｃ 

問
七 

Ｃ 
 

 

問
八 

Ｂ 
 

 

問
九 

Ａ 
 

 

問
十 

Ａ 
 

 

問
十
一 

Ａ 
 

 

問
十
二 

Ｂ 

〔
文
字
数
〕
（
古
文
）
約
二
四
〇
〇
字
（
約
八
五
〇
字
増
） 

〔
出
典
〕 

（
古
文
）
『
是
楽
物
語
』
（
漢
文
）
『
春
秋
左
氏
伝
』 

文
章
の
種
類
／
ジ
ャ
ン
ル 

現
代
文
・
古
文
・
漢
文
・
古
漢
融
合 

／ 

（
古
文
）
仮
名
草
子
・
（
漢
文
）
史
書 

出
題
形
式 

マ
ー
ク
９
・
記
述
３
（
空
欄
補
充
（
語
句
抜
き
出
し
）
・
書
き
下
し
（
送
り
仮
名
の
み
）
・
白
文
返
り
点
） 

〔
『
あ
ん
こ
ろ
』
レ
ベ
ル
〕 

★
マ
ー
ク
付
き
の
語
彙
レ
ベ
ル
で
対
応
可
。 

※
問
題
難
易
度
：
Ｃ
難
問
、
Ｂ
合
否
を
分
け
る
問
題
、
Ａ
正
答
す
べ
き
問
題
、
を
示
す 

〔
難
易
度
〕 

Ｃ 
 
  

２
／

26
問 

Ａ 
 

 

13
／

26
問 

Ｂ 
 
 
 

11
／

26
問 

〔
解
答
形
式
〕 
選
択
式 

 

20
／

26
問 

論
述
式 

１
／

26
問 

大
問

満 
 

点 
 

70
点 

数 

３
（
古
漢
融
合
１
・
現
代
文
２
） 

記
述
式 

 

５
／

26
問 

目
標
得
点 

 

50
点 

小
問
数 

 
 

26 

試
験
時
間 

 

90
分 

偏
差
値 

 
 
 
 
  

政
治 

75 

経
済
／

国
際
政
経 

74 
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●
解
答
の
ポ
イ
ン
ト
＆
学
習
対
策
等 

問
一 

【
傍
線
部
解
釈
・
選
択
】
Ａ
「
不
祥
」
が
ポ
イ
ン
ト
。
第
四
段
落
目
に
「
楚
に
害
あ
ら
ん

祥
さ
と
し

な
り
」
と
あ
る
の
が

ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
。
Ｃ
「

意
こ
こ
ろ

入
れ
」
「
え
～
打
消
」
「
長
短
」
が
ポ
イ
ン
ト
。
Ｄ
「
徳
」
が
ポ
イ
ン
ト
。
荘
生
が
恩
赦

を
促
し
た
点
を
後
文
か
ら
読
み
取
る
。 

問
二 

【
空
欄
補
充
・
選
択
】
「
不
肖
」
と
は
こ
こ
で
は
「
愚
か
な
こ
と
。
取
る
に
足
り
な
い
こ
と
」
。 

問
三 

【
文
法
】
基
本
的
な
問
題
。
「
見
出
さ
れ
な
い
も
の
」
と
い
う
設
問
の
要
求
に
注
意
。 

問
四 

【
指
示
人
物
判
断
】
「
寡
人
」
は
諸
侯
の
へ
り
く
だ
り
の
自
称
。 

問
五 

【
空
欄
補
充
・
抜
き
出
し
】
第
四
段
落
目
八
行
目
で
「
心
に
金
を
惜
し
む
事
を
知
り
て
…
」
と
あ
る
こ
と
に
着
眼
す

る
。
第
二
段
落
で
は
「
千
金
」
と
あ
る
。
※
「
数
百
金
」
は
父
か
ら
渡
さ
れ
た
金
と
は
別
に
自
身
で
用
意
し
た
も
の
。

荘
生
に
渡
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
「
惜
し
む
」
対
象
で
は
な
い
。 

問
六 

【
空
欄
補
充
】
難
問
。
四
字
熟
語
の
知
識
。
「
漢
璧
」
等
習
っ
た
熟
語
は
確
実
に
身
に
つ
け
る
こ
と
。
長
男
が
「
宝

の
得
難
き
事
を
知
れ
り
」
と
少
子
が
「
宝
の
得
難
き
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
」
か
ら
考
え
る
。 

問
七 

【
内
容
一
致
】
第
二
・
六
段
落
目
の
読
解
が
ポ
イ
ン
ト
。
読
解
の
速
度
と
正
確
さ
が
求
め
ら
れ
た
難
問
。 

問
八 

【
文
学
史
】
近
世
文
学
は
前
後
関
係
も
お
さ
え
る
。 

問
九 

【
傍
線
部
解
釈
・
選
択
】
「
疾
」
が
ポ
イ
ン
ト
。 

問
十 

【
再
読
文
字
】
「
猶
」
の
書
き
下
し
の
問
題
。
句
法
の
基
本
中
の
基
本
。 

問
十
一 

【
返
り
点
】
直
前
部
「
猶
石
田
を
獲
る
が
ご
と
し
」
が
理
解
で
き
れ
ば
、
「
こ
こ
に
は
用
い
る
所
が
な
い
」
と
い

っ
た
解
釈
は
容
易
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
読
み
方
は
い
ず
れ
も
基
本
的
。 

問
十
二 

【
内
容
一
致
】
「
諫
め
て
曰
く
」
以
降
の
主
張
を
お
さ
え
る
。
前
問
で
斉
を
「
石
田
」
と
例
え
て
い
た
こ
と
も
ヒ

ン
ト
に
な
る
。 

【
二
】 

            

●
解
答
の
ポ
イ
ン
ト
＆
学
習
対
策
等 

問
十
三 

【
傍
線
部
理
由
説
明
・
選
択
】
第
一
段
落
か
ら
第
三
段
落
が
導
入
部
。
三
段
落
で
「
私
自
身
と
蓄
音
機
と
の
交
渉

の
歴
史
の
ほ
う
が
よ
り
多
く
痛
切
で
忘
れ
難
い
も
の
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。
「
自
己
の
歴
史
」
に
関
す
る
言
及
が
必
須
。 

問
十
四 

【
空
欄
補
充
・
副
詞
的
語
句
】
そ
れ
ぞ
れ
ａ
→
ニ
、
ｂ
→
ハ
、
ｃ
→
イ
、
ｄ
→
ホ
、
ｅ
→
ヘ
。 

お
茶
ゼ
ミ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
関
連 

（
古
文
）
一
月
期
に
近
世
文
学
を
学
習
。
夏
期
講
習
古
文
読
解
上
級
ゼ
ミ
・
冬
期
講
習
難
関
大
古
文
ゼ
ミ
・
直
前
特
訓
の

「
早
稲
田
の
国
語
」
は
必
須
。 

（
漢
文
）
基
本
的
句
法
の
習
得
が
必
須
。
ス
ポ
ッ
ト
授
業
及
び
夏
期
講
習
の
漢
文
基
礎
は
必
須
。 

時
間
配
分
の
目
安 

25
／

90
分 

予
想
配
点 

20
／

70
点 

小
問
別
難
易
度 

※
問
題
難
易
度
：
Ｃ
難
問
、
Ｂ
合
否
を
分
け
る
問
題
、
Ａ
正
答
す
べ
き
問
題
、
を
示
す 

問
十
三 

Ｂ 
 

問
十
四 

Ｂ 
 

問
十
五 

Ａ 
 

問
十
六 

Ｂ 
 

問
十
七 

Ｂ 
 

 
 

問
十
八 

Ａ 
 

問
十
九 

Ａ 
 

問
二
十 

Ｂ 
 

 

文
章
の
種
類
／
ジ
ャ
ン
ル 

現
代
文
・
古
文
・
漢
文
・
古
漢
融
合 

／ 

評
論
・
随
筆
・
小
説
・
物
語
・
詩
歌
・
そ
の
他 

〔
文
字
数
〕
二
三
〇
〇
字
（
約
一
〇
〇
字
増
） 

〔
出
典
〕 

寺
田
寅
彦
『
蓄
音
器
』 

お
茶
ゼ
ミ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
関
連 

明
治
・
大
正
期
の
随
筆
は
六
月
期
・
七
月
期
・
夏
期
講
習
現
代
文
上
級
ゼ
ミ
・
現
代
文
標
準
ゼ
ミ
で
そ
れ
ぞ
れ
学
習
。

出
題
形
式 

マ
ー
ク
７
・
記
述
１
（
漢
字
書
き
取
り
） 
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問
十
五 

【
漢
字
書
き
取
り
】 

問
十
六 

【
傍
線
部
理
由
説
明
・
選
択
】
「
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
を
～
二
つ
」
選
ぶ
点
に
注
意
。
「
ハ
、
～
意
味
が
～
わ
か

ら
な
か
っ
た
」
の
で
あ
れ
ば
問
十
七
の
「
滑
稽
さ
」
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
「
ホ
、
外
国
語
の
よ
う
な
発
音
」
で
民

謡
を
歌
う
と
は
思
わ
れ
な
い
。 

問
十
七 

【
空
欄
補
充
問
題
・
選
択
】
第
六
段
落
の
「
異
常
な
緊
張
が
講
堂
全
体
に
充
満
し
て
い
た
」
と
い
う
記
述
に
注
意
。

そ
こ
へ
、
民
謡
が
高
唱
さ
れ
、
緊
張
感
が
解
け
た
の
で
あ
る
。 

問
十
八 

【
漢
字
・
選
択
】
「
～
を
与
え
る
」
に
続
く
も
の
を
選
ぶ
。 

問
十
九 

【
語
義
・
選
択
】
ハ
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ロ
。 

問
二
十 

【
内
容
一
致
・
選
択
】
前
段
落
「
あ
の
時
に
あ
の
罪
の
な
い
俚り

謡よ
う

か
ら
流
れ
出
た
自
由
な
明
る
い
気
持
ち
は
～
今

日
ま
で
～
し
ゃ
ち
こ
張
り
た
が
る
気
分
に
ゆ
と
り
を
与
え
る
。
」
に
着
眼
。 

  

【
三
】 

  

予
想
配
点 

20
／

70
点 

時
間
配
分
の
目
安 

35
／

90
分 

           

●
解
答
の
ポ
イ
ン
ト
＆
学
習
対
策
等 

問
二
十
一 

【
漢
字
読
み
取
り
】
「
み
ぞ
ゆ
う
」
で
は
な
い
。 

問
二
十
二 

【
空
欄
補
充
・
選
択
】
空
欄
部
直
後
「
～
的
な
交
渉
」
に
続
く
点
に
注
意
す
る
。 

問
二
十
三 

【
空
欄
補
充
・
選
択
】
第
六
段
落
一
行
目
に
「
一
つ
の
効
用
の
た
め
だ
け
に
使
わ
れ
る
場
合
の
物
は
、
～
」
ま

た
、
空
欄
部
直
後
「
そ
れ
に
対
し
て
は
使
い
そ
し
て
捨
て
る
他
な
い
。
」
と
あ
る
。 

問
二
十
四 

【
空
欄
補
充
・
接
続
表
現
】
接
続
表
現
は
前
後
の
内
容
に
留
意
す
る
。
１
は
三
行
目
「
し
か
し
」
と
呼
応
す
る

譲
歩
の
構
文
を
つ
か
む
。 

問
二
十
五 

【
内
容
一
致
・
趣
旨
】
「
合
致
す
る
も
の
を
、
～
三
つ
」
選
ぶ
点
に
注
意
。
ロ
は
「
人
間
に
と
っ
て
自
然
」
、
ホ

は
「
人
間
社
会
の
基
本
的
な
あ
り
方
」
ヘ
は
「
人
間
的
な
価
値
を
生
み
出
す
源
泉
と
な
り
う
る
」
が
そ
れ
ぞ
れ
筆

者
の
考
え
に
反
す
る
。 

問
二
十
六 

【
内
容
説
明
・
記
述
】
本
文
全
体
と
し
て
Ｘ
と
Ｙ
と
の
二
項
対
立
を
軸
に
論
が
展
開
し
て
い
る
。
ま
ず
、
設
問

か
ら
求
め
ら
れ
る
解
答
形
式
を
決
め
る
。
こ
こ
で
は
「
前
者
は
～
が
、
後
者
は
～
。
」
次
に
、
「
『
経
験
』
と
の
関

わ
り
」
を
確
認
す
る
。
第
五
・
六
段
落
に
着
眼
す
る
と
「
前
者
は
経
験
を
生
ま
な
い
が
、
後
者
は
経
験
を
生
む
。
」

と
な
る
。
最
後
に
、
本
文
に
お
い
て
「
不
快
」
へ
の
態
度
が
論
点
に
な
っ
て
い
る
点
に
着
眼
し
、
第
一
段
落
一
行

目
「
不
快
の
源
そ
の
も
の
を
追
放
し
よ
う
と
す
る
」
や
第
五
段
落
「
試
練
に
耐
え
克
服
し
て
道
筋
を
歩
み
き
っ
た

時
」
な
ど
を
お
さ
え
る
。 

（
解
答
例
）「
前
者
は
不
快
を
追
放
し
経
験
を
生
ま
な
い
が
、
後
者
は
不
快
に
耐
え
克
服
し
て
経
験
を
生
む
。
」（
三
十
六
字
） 

小
問
別
難
易
度 

※
問
題
難
易
度
：
Ｃ
難
問
、
Ｂ
合
否
を
分
け
る
問
題
、
Ａ
正
答
す
べ
き
問
題
、
を
示
す 

十
一 

Ａ 
 

問
二
十
二 

Ａ 
 

問
二
十
三 

Ｂ 
 

問
二
十
四 

Ａ 
 

問
二
十
五 

Ａ 
 

問
二
十
六 

Ｂ 

問
二

〔
文
字
数
〕
約
三
一
〇
〇
字
（
約
三
〇
〇
字
増
） 

文
章
の
種
類
／
ジ
ャ
ン
ル 

現
代
文
・
古
文
・
漢
文
・
古
漢
融
合 

／ 

評
論
・
随
筆
・
小
説
・
物
語
・
詩
歌
・
そ
の
他 

〔
出
典
〕 

藤
田
省
三
「
『
安
楽
』
へ
の
全
体
主
義
」
（
『
全
体
主
義
の
時
代
経
験
』
所
収
） 

出
題
形
式 

マ
ー
ク
４
・
記
述
２
（
漢
字
読
み
取
り
１
・
内
容
説
明
１
） 

お
茶
ゼ
ミ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
関
連 

「
快
・
不
快
」
を
め
ぐ
る
問
題
を
あ
つ
か
っ
た
現
代
社
会
批
判
の
文
章
は
五
月
期
に
中
村
雄
二
郎
『
正
念
場
』
森
山
公

『
和
解
と
精
神
医
学
』
な
ど
で
学
習
し
た
。
論
旨
も
共
通
す
る
点
が
多
く
、
お
茶
ゼ
ミ
で
の
現
代
文
学
習
の
理
解
・
復

点
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

夫習
が
高
得
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